畜産草地研究所研究報告 5号 表紙・目次・奥付 by unknown
畜産草地研究所研究報告 5号 表紙・目次・奥付
雑誌名 畜産草地研究所研究報告
巻 5
発行年 2005-02-25
URL http://id.nii.ac.jp/1578/00002029/
略号
畜草研研報
Bul.Natl. In剖Ilivest 
Grasl. Sci. 
ISSN:1347-0825 
CODEN:CSKK~ 
Bulletin of National 
Institute of Livestock 
and Grassland Science 
L第5号（No.5）平成17年2月・陥uary2005・J 
National Institute 
of Livestock and 
Grassland Science 
(NILGS) 
lbaraki, Japan 
独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構
畜産草地研究所

畜産草地研究所編集委員会
Editorial Board 
独立行政法人
民業 ・生物系特定産業技術研究機構
Im 0J'f. 
Vice-President of NARO 
高I］所長
Deputy Director-General 
編集委員長
Editor-in・Chief
副編集委日長
Deputy Editor 
編集委目
Associate Editor 
構 内聞 f七
Kunio YOKOUCHI 
治水矩宏
Norihiro SHIMIZU 
松本光人
Mitsuto恥fATSUMOTO
門馬栄禿
Eihide MONMA 
永 井 卓
Takashi NAGAI 
長嶺鹿降
Yoshitaka NAGAMINE 
l:ti］本降！と
Takashi OKAMOTO 
祭 義民
Emin CAI 
品目－，tl 宏
Kazuhiro SHIMADA 
津 村 篤
Atsushi SAW AMURA 
山本出 J
Yoshito YAMAMOTO 
伸 JI tll 日lj
Kazunori KOHYA恥fA
~i 藤占満
Yoshimitsu SAITO 
畜産草地研究所研究報止
第5号（平成 17年2月）
一 目 次 一
?????
乳用牛昨検定の交互検定法における乳量および乳脂率の推定法の改良
一一一一一林 孝・風間民山 ・後藤秀之 ・相原光夫…… 1 
豚部分肉の特定部位自給率低下
・…・賀来康一 ・島固有1宏 ・荻野暁史 ・山内鴎弘 ・深if' 誠…… 13
一学位論文
地球祖暖化に伴う草地生産 ・分布の変動予測に関する研究
－－－…佐々 木寛幸一一一 19
BULLETIN OF 
NATIONAL INSTITUTE OF 
LIVESTOCK AND GRASSLAND SCIENCE 
No.5 (2005.2) 
CONTENTS 
Research Paper 
Takashi HAY ASH!, Tatsuya KAZAMA, Hideyuki GOTO and Mitsuo AIHARA : An Improved Estimation 
Method of Milk Yi巴Idand Fat Percent for Alternate Test Method －－－－ ・ー・・
Koichi KAKU, Kazuhiro SHIMADA, Akifumi OGINO, Morihiro YAMAUCHI, Makoto FUKASE : 
Decline of Japanese Po1k Spec』fledCut Self-Supply Ratio －．．．．，．．．．．．．．．．．．．唱・・・・・・・・・・・・・ ・ー・・・・・ ・‘．．．．． 13 
Research Note 
Hiroyuki SASAKI : Study of Greenhouse Effect on th巴Productivityand Area o「ForageGrass Cultivated in 
Japan －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・・・・・・・ーー・・・............................・・・ ・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・19 
編集委員会事務局
企画調整部情報資料第 l課
初 瀬 健 一
岡 田 明子
企画調整部情報資料第2諜
新谷 lま If.
加 茂葉下
本研究報告から •Ii討夜、 按製をif う j詰合は、 l1！立行政法人山業 ・ 1=.物系特定産業技術研究機柿昔王座草地研究所
の許可を得て I；さ L、。
平成 17年2月 25円印刷
平成 17年 2月25ト｜発行
独立行政法人 農業 ・生物系特定j宅業技術研究機構
畜産草地研究所
〒305-0901 茨城県つくば市池の台2
TEL 029-838-8600（代）
FAX 029-838-8606 
印 刷 所 （株）コー ムラ
（別紙様式）
著作物利用許諾書
平成年月日
独立行政法人農業 ・生物系特定産業技術研究機憐
理事長 0 0 0 0 殿
汗作1守氏名
??
? ?
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究所研究報告第5号の私が有する苦作慌については、研究機械に対して下記の利用許諾を行うこととします。
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刊行すること
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3 CDを作成し、及び配布すること
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6 第三者に対してこれら一切の利用の許諾を行うこと
畜産草地研究所研究報告及び畜産草地研究所研究資料投稿規定
13;'百九.＇fB ;n,13り
、1ミrix:13年，IJ J I f I 
（｜！的）
~ l ~ 1会r?i：収j也研究所研究報告改びfirl?i山地研究所研究資料への役梢については、この規定の定めるところによる。
（投航行の資協）
;i,12主 投獄1t·はTJ;'tf!IJ として、 高践は地研究祈職口（以下、 「i級品」 という。）及び流動研究u、 II~級研究口、科’手技術特別研究
員、STAフエローシッフ研究i.1等（以ド、 F他の輪対Jという。）とする。
I l段目が技術する ｜勾’·~は、 Eとして南町：爪j也研究所で行った研究とする。
2 1也の戦目が役品f,jするl付容は、 －＆，：pgr;'il也研究所でfi＇った研究とする 。
（役前原稿の内作）
\l~· 3条投稿！点ti.YのI人l符lま次のとおりとする。
l ま'ir官草地研究所研究報告（Bulletinof :,.Jalional lnslilulc of Li¥・eslock and Grassland Science/ 
目白誌名 ：Bull.Nall. Inst. Livest. Grassl. Sci. ) 
〔L)J京反論文・市政収地研究所（以！ご、「"-JliJf’加肝」という。）において行った試験liJf究放ぴ、，i研究所以外の在！こ委託して
行った試験研究の！点取に｜民lわる治文とする。
(2) ~<J. 'tjJ:(I）以外の研究の子側、 .i!J.i/!lなどの利椴とする。
(3）技術論文：新しい技術や技術のキ1弘、古紙なとを巨体とする縦;i；－。
(4）総 説 ：合1わ予：地liJf’先に｜英iわるものとする。総設は投稿のほか、制集委員会が{I《航したものを；含む。
(5) •'j!:fな取得論文：：、可制究所において巨として行った試験研究による乍似100'.J論文とする。
2 i崎市地！iJf’先J9f研究資料（ルlemoirsof :,.Jalional Inslilule of Livestock and Grassland Science; 
自作よ忘れ ：対！em.代al.Inst. Livest. Grassl. Sci. ) 
調内資料・校体i資料 ・研究白料：、』1liJf':J'i:rfrにおいて行ったt試験研究段ぴ、句研究所が吋研究所以外のものに委託して行った
試験研究のうち、 学術的 ・ ilnJl(l~J に (ffll な米先ぷの資料とする。
（抗：作権の，i1Hi'.i＆ひ下IJ川の，<l'h-irのLfilf及い）
~i 4 ~民 向。｜改された論文のlff'i lt1誌は、 filiした行に・l1M耳し、 jJI車正悦パにより独、工行政法人民荒 ・’｜：秒j系特,trt業技術研究機情に
付して｝！！刊行にてやi川の，i'F,lfiが＇i・われるものとする。
(JJ~！ f{:jの杉（iO
¥l 5条 ~；！N:iの机寸tにあた っては、 日ljに定める必Jq~ ，·，·，：地研究所研究報合校ぴ省内，＇，＇i：地研究iすrtiJF・·1tm：件1tT~吹.(ifiに以づくものとす
る。使Ilする，＼・，tHま1(,is:訴または災前とする。
(fJ；［~：＇：jの悦iLI) 
Wo完主 i）：の下絞さにより l反応:;J.史ぴJJ;if·.~j山tll 沼を・Hf先J,,j にiM/1 ＼する。
I lfi設口はJJ;Ifif.iiJJrl1:\'i1こ必要・JtJ.tiを，iψ｜返し、 rl月制研究官の・·＋1,毛（f'I・1｛、チーム長を：~む）＆ひβ所属する研究部長の校ii~を受ける。
2 ｛也の！［flt口はll(t:j)J/l!~'i Iこ必袋’JU(Jを，lc,I世し、JYr);]; liJfだセの~｛長（判長、チームi長を《む） ＆び研究主が所属する／iJf究部長
の校l!Qを受ける。
（受十J')
お7i長 lぼ続投ぴIJ目前提ti＼：＼＇｛を ・F傍！司が受け取4 た日を受付｜とする。
受Fil11ま料集委t1会の市代の私Ii浪、出・｜訟が'a,tIと認められた｜！とする。
（’供向）
~'i8 条 t~，~策委 L1会はij.くの下続きにより論文を？存併する。
ただし、午似i収件論文については若干伐を行IBおすることカ、できる。
l 制集委l会｛ま『論文のl人rts:により’＇Ii¥:tit l 1F./,¥Iレをそれぞれ 1r,決定し、論文浅丘を｛制ij'するe
市向日はJ升l人lえび所外のliJf’先行7］・；とし、その氏名は公ぶしなL、。
2 7辞ti口は論文？誇ft！＼＇｛により洛ftを行う。 また必1：：：に応じてffij~j·J[JJj;.を，1H~II ＼し j:J:I ＼する。
3 ・i五筋肉は市：tHi.とf,；将の!ilのやり取りの対iむにあたる。
4 級品集委口会は稿作日の得fi結民を参汚にしてm峨のnJfiを判断する。
議fiのl付＇8によ勺ては片：ri・にJ(.(f:jの，tril：を；Jとめることができる。
5 斤？？は涜i主結果を受付if＆，刻11i 立J委0会が治定するJ~JIー ｜ までに修1F.Jt;(ft:iをすi務局に促ll1する。
（校l七）
W9条 首：tfによる校tF.はIJ;{flJとして初校のみとする。
校正｛ま誤偵の，ir 1.L:f'tV rにとどめる。やむを得ず）.：.さなt,:!Ji咋を行うらj《には｛M!fJ~品会の承認を！~｝なければならな L 、。
（男I］腐1り）
約10a長 持l]l~I］りはi；）くのとおりとする。
l 100 部とし、 'l!~M子ti·が代ぷで受け取る。
2 別対I］りの.ifl)Jr崎市引する協のは研究本負jl！で印耐：1する。
l(,tflj 
この制定｛ま、、！と成 14,: 4月 lI」から施行する。
この規定は、司王成15'<I: 10 J-J I日から'111tする。
